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仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ

薬局の新しい区割り
主任 薬剤師　宮崎　英典

　あなたも厨房に入ってみませんか？　いの
町食生活改善推進協議会伊野支部では、「単
身生活をしなければならなくなったけど、料
理をしたことがない」とか「家族のために料
理をしてみたいけど、どうすればいいのかな
あ？」などと悩む男性を応援します。男性も
自らの健康に気を配り、バランスの良い食生
活を目指しましょう。

お知ら
せ

開催日時　 ８月２３日（月）
　　　　　９：００～１３：００（受付８：４５～）
開催場所　すこやかセンター伊野内 栄養実習室
参 加 費　テキスト代３１５円（予定）
持参する物　エプロン・三角布・手拭きタオル
申込締切日　 ８月１３日（金）
申込・問い合わせ　参 893－３８１１
　　   ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）
主　　催　いの町食生活改善推進協議会伊野支部

男性のための料理教室参加者募集！！

　医薬分業も進み、医療が細分化、高度化し、
薬剤師の役割は｢薬の専門家｣から｢薬の責任
者｣へとシフトしました。国民から期待され
る薬剤師は、医薬品の適正使用のため、服薬
指導、薬歴管理、リスクマネジメント、安全な
薬物療法の提供、医薬品情報の吟味と伝達、
治験の推進などが求められています。

　当院でも平成 11 年 4 月から院外処方箋と
なり、薬局内の仕事も上記に沿ったものに
なっています。それまでは多くの外来患者
様、入院患者様、併設仁淀清流苑入所者様の
薬を調剤してお渡しするのが主な仕事でし
た。
　院外処方箋となり、入院患者様の調剤、吾
北診療所の調剤、併設仁淀清流苑入所者様の
調剤、服薬指導、リスクマネジメント、チーム
医療が中心の仕事となっています。

　服薬指導では入院患者様には相互作用、副
作用、持参薬等のチェック、注射剤の個人セ
ット、薬の服用方法等を説明しております。
　リスクマネジメントでは医療安全管理責
任者として、医薬品の安全使用のための業務

手順書を作成し良質な医療を提供する体制
の確立をはかっています。

　またチーム医療においては、コアスタッフ
として参加し、特に栄養サポートチームの事
務局、外来化学療法運営委員会の事務局とし
て責務を果たしております。
　栄養サポートチームでは日本静脈栄養学
会から教育認定施設として承認されており
（高知県では当院を入れて 5施設のみ）、本年
秋から実習生を受け入れる予定です。
　糖尿病専門外来チームでは糖尿病療養指
導士収得の薬剤師が参加しており、7 月から
糖尿病教育入院を始めています。

　来年完成の新病院では患者様に質のよい
癌治療をより安全に受けていただき、また病
院職員に対して抗癌剤暴露防止のために薬
局内に安全キャビネットを購入する予定で
す。

　新病院の仁淀病院は色々な面で大きく変
わり、皆さんのご期待を裏切らないものと確
信しています。


